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評

紹

介

し
っ
か
ｈ
’
と
っ
か
ひ
事
、
叉
さ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
材
料
を
生
か
寸
事

を
常
に
数
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

＊

‘
火

　

本
書
に
牧
む
る
「
ギ
Ｍ
シ
ャ
美
術
の
東
漸
に
つ
い
て
」
の
一
篇
は
先
生

の
大
學
卒
業
論
文
で
あ
る
が
’
既
に
我
々
は
先
生
の
か
う
し
た
學
風
の
典

型
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
出
水
る
。
そ
し
て
他
の
二
十
二
篇
も
、
序
文
中

に
池
内
宏
博
士
が
、
「
波
田
君
は
早
く
學
生
時
代
か
ら
希
猟
葵
術
、
殊
に
そ

の
漸
漸
０
　
惑
史
に
つ
い
て
深
い
興
味
を
有
っ
て
ゐ
。
仁
…
…
ｌ
ｔ
ふ
に
こ
の
剛

題
は
君
の
生
涯
を
迪
じ
て
咽
裡
を
離
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
仁
研
究
の
對
象

で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
万
ゐ
る
如
く
、
大
き
く
は
す
べ
て

加
皆
こ
の
テ
ー
マ
に
婦
す
る
も
の
と
曾
っ
て
よ
く
、
そ
こ
に
私
は
款
先
止

の
東
亜
美
術
に
對
す
名
廣
い
見
方
を
う
か
ゞ
ふ
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。

そ
し
て
本
書
で
は
前
記
論
文
の
外
に
、
「
徒
陀
羅
彫
刻
と
六
朝
の
泥
像
」

　

「
ア
フ
ガ
ユ
ス
タ
ン
の
佛
頭
」
の
二
篇
が
直
接
に
こ
の
問
題
を
瞰
ｈ
’
上
げ

ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
な
ほ
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
支
那
本
来
の

美
術
と
し
て
の
「
漢
代
の
檜
搬
に
つ
い
て
」
「
戚
璧
考
」
の
二
篇
が
巻
頭

に
収
め
為
れ
て
あ
り
い
叉
右
の
三
篇
に
績
い
て
は
軍
に
我
い
か
國
古
美
術
四

精
華
友
る
の
み
な
ら
や
、
六
朝
美
術
の
Ｉ
大
記
念
碑
た
り
、
東
亜
美
節
の

賓
庫
仁
る
法
隆
寺
を
め
ぐ
っ
丁
、
宕
の
大
き
な
見
地
か
ら
す
る
客
観
的
科

學
的
な
考
察
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
’
印
ち
、
先
づ
「
澄
西
義
噺
の
石
窟
寺
」

「
法
隆
寺
の
建
築
様
式
と
支
那
漢
六
朝
の
建
築
様
式
に
就
い
ヤ
」
「
法
隆
寺

の
金
堂
と
六
朝
の
石
窟
寺
」
「
支
那
六
朝
の
石
窟
寺
と
法
隆
寺
の
塔
」
の
四

篇
に
於
い
て
は
、
六
朝
様
式
を
う
け
記
法
隆
寺
の
東
亜
美
術
史
に
於
け
る

位
置
汝
祐
窟
寺
と
の
開
係
に
於
七
考
へ
、
綾
く
十
篇
に
て
は
法
隆
寺
の
杯

ｍ
三
傘
f
t
奏
μ
如
来
、
四
天
王
、
百
祷
象
１
　
、
玉
虫
厨
子
、
壁
亨
ま
ｉ
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東
洋
美
術
史
研
究

　
　
　

浪
田
耕
作
著

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
九
月

　
　
　

座
右
宣
刊
行
會
登
行

　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
５
判
四
参
○
頁

　
　
　
　

定
似
七
圓
五
十
銭

　

「
考
古
學
研
究
」
‐
「
日
本
美
術
史
研
究
」
に
次
い
で
、
政
演
田
先
生
第
三

の
論
文
集
と
し
て
今
叉
本
書
加
公
に
さ
る
ゝ
に
至
っ
仁
。
こ
の
三
部
作
を

机
上
に
並
べ
て
つ
く
づ
く
と
見
入
る
時
、
単
に
考
古
學
者
と
し
て
内
外
に
’

偉
大
な
足
跡
を
残
さ
れ
仁
ば
か
り
で
な
く
、
又
美
術
史
家
と
し
て
、
我
國

啓
蒙
期
の
學
界
に
大
き
な
責
献
を
な
さ
れ
仁
故
先
生
Ｑ
、
學
的
御
生
涯
を

今
更
の
如
’
ヽ
に
思
砂
、
又
親
し
く
歌
壇
に
仰
い
だ
先
生
の
御
風
姿
や
、
さ

て
は
御
昔
嘩
な
ど
の
思
唇
出
と
共
に
、
先
生
の
、
廣
く
豊
か
了

御
性
格
と
、
も
と
よ
り
そ
れ
と
一
般
で
あ
る
先
生
の
御
學
風
を
ご

の
篇
に
漬
ん
で
感
慨
の
新
な
る
も
の
を
畳
え
る
。

　

勿
論
芙
術
史
に
も
色
々
な
立
場
が
あ
ら
う
。
蓋
し
先
希
一
は
御
自
分
で
、

　

「
命
題
の
意
義
を
詮
議
す
る
こ
と
に
多
く
の
興
味
を
持
･
Ｕ
ｔ
≫
Ｌ
部
類
の
人

町
で
あ
る
」
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
様
に
、
理
窟
っ
ぽ
い
こ
と
は
特
に
き
ら

は
れ
た
。
従
っ
て
先
生
の
論
文
で
は
、
徒
ら
に
詮
索
的
μ
細
か
い
仕
事
や
、

抽
象
的
な
理
論
で
は
な
く
て
、
最
も
具
般
的
な
事
賞
そ
の
も
の
が
、
常
に
、

私
共
を
数
へ
導
い
て
行
く
　
０
そ
の
認
め
に
私
な
ど
は
先
生
欄
特
の
美
文
に

業
せ
ら
れ
て
、
つ
い
・
つ
い
巡
率
に
坦
々
と
走
っ
＼
に
J
し
ま
ふ
ば
か
り
な
の
で
’

あ
る
が
、
然
し
と
云
っ
て
先
生
は
一
部
の
美
術
史
家
の
様
に
決
し
て
い
た

づ
ら
な
歎
美
主
義
者
な
ど
’
で
は
な
い
、
坦
々
仁
ｈ
’
平
明
た
る
う
ち
に
、
早

に
聊
を
泌
離
し
た
一
片
を
し
て
で
砥
’
ヽ
、
凛
ぺ
君
サ
’
ｌ
破
し
大
局
か
ら

に
｜

ｊ

;|
Ｕ

１

｜
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の
そ
れ
ぞ
れ
に
及
ん
ア
ゐ
る
Ｉ
。

冰

　

な
ほ
本
書
巻
ぶ
に
は
附
錐
と
し
て
「
束
亜
在
付
芸
術
綜
脆
」
一

‘ 篇
心
’
‐

へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
總
長
と
な
ら
れ
る
ま
で
二
年
間
に
亘
り
綾
け

ら
れ
記
先
生
最
後
’
の
、
我
々
Ｑ
は
最
も
恩
出
深
い
講
義
の
草
稿
で
あ
ぶ
。

そ
れ
は
先
Ｅ
ｔ
の
廣
い
學
的
見
地
か
ら
、
そ
れ
ま
ｔ
の
軋
々
む
研
究
が
漢
約

大
狼
せ
ら
れ
記
も
の
で
あ
る
が
、
總
括
的
に
し
て
且
客
饌
的
な
ら
ん
事
を
、

期
せ
ら
れ
る
先
生
の
御
意
圖
が
こ
／
'
ｆ
'
は
け
よ
い
よ
う
か
ゞ
は
れ
、
、
支
那

古
代
。
の
彩
色
土
器
よ
り
玉
器
ご
銅
器
ヽ
そ
キ
タ
ダ
知
軋
ｒ
影
響
、
。
更
に
漢

代
の
彫
刻
檜
査
に
及
び
、
叉
佛
散
傅
末
前
後
の
美
術
に
閥
す
る
Ｉ
諸
章
は
本

戈
二
十
三
篇
の
諸
論
敦
を
補
ひ
、
’
そ
れ
ら
の
占
め
る
交
替
的
意
味
ｉ
ｉ
>
＼
｝
　
Ａ

に
益
々
明
か
と
な
・
る
次
第
で
あ
る
。

止

類
書
の
少
い
支
馮
古
代
美
術
に
づ
い
て
、
、
先
生
四
こ
の
御
盆
鵠
の
如
き

が
公
に
さ
れ
仁
事
は
’
後
學
に
と
っ
て
大
き
な
幸
ひ
で
あ
る
ど
云
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
岡
田
芳
三
郎
〕

　
　

支
那
佛
教
史
研
究

　

（
北
魏
篇
ご
塚
本
善
隆
著

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
十
月

　

。

　
　
　

弘
文
堂
書
房
斐
行

　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
、
５
刈
本
文
六
心
四
頁
索
引
二
八
頁

　

ｔ
價
拾
圖

　

昨
年
秋
、
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、
支
那
佛
散
史
開
係
の
著
作
二
つ

が
學
界
に
提
供
さ
れ
ｔ
。
一
つ
は
ご
Ｓ
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
、
今
一

つ
は
山
晦
宏
氏
の
秀
作
「
支
那
中
世
俤
教
の
展
開
」
で
あ
る
。
後
者
に
就

て
も
、
い
づ
れ
紹
介
の
筆
を
と
ｈ
-
i
｡

佛
散
史
開
係
の
著
作
と
頗
る
お
も
む
き
を
異
に
し
て
ゐ
≪
?
こ
と
は
二
’
春
に

共
・
通
す
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
’
の
ま
Ｓ
斯
學
研
究
い
躍
進
を
窓
味

す
る
も
の
て
な
’
ヽ
て
は
な
ら
ぬ
。
ご
阿
し
て
、
支
那
佛
散
史
研
究
の
最
近
に
’

於
け
Ｋ
ｉ
'
急
速
な
迦
展
｀
は
ヽ
一
般
ｔ
學
の
潮
ぼ
に
印
し
て
、
一
般
史
へ
の
認

識
を
背
貳
’
Ｑ
貌
團
史
的
事
象
が
解
明
恥
れ
ヽ
。
体
せ
て
教
理
方
面
に
も
肇

皮
的
現
実
に
卯
し
た
研
究
が
逞
め
ら
。
れ
た
が
燧
め
に
外
な
ら
ぬ
。

　

｀
著
者
塚
本
氏
は
、
支
那
佛
散
史
」
折
究
の
か
う
し
た
受
展
過
程
に
あ
っ

て
、
釘
摯
な
學
的
態
変
と
鎗
敏
曹
期
畳
を
以
て
、
一
文
を
草
す
る
毎
に
。

　
　
　

χ

　

、
Ｊ

　
　
　

’

　
　

一
Ｉ
ｊ

必
や
新
分
野
を
開
知
し
、
斯
學
の
動
向
に
・
先
鞭
を
著
け
ら
れ
っ
ゝ
あ
る
。

　

さ
て
ヽ
本
書
は
。
氏
が
研
究
に
於
て
重
要
艦
分
ど
占
む
る
北
魏
佛
数
に
開

す
る
論
作
十
篇
を
集
め
北
も
口
、
う
ち
に
未
斐
表

　

篇
を
合
む
も
、
『
他
は

既
受
表
の
も
の
で
、
斯
學
研
究
の
敏
尾
に
附
く
筆
者
に
と
っ
て
は
ｙ
、
い
づ

れ
ｌ
再
讃
三
蹟
、
ま
て
多
く
の
示
唆
指
導
を
得
た
な
じ
み
深
い
諭
作
で
は

あ
る
が
、
か
う
し
て
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
新
な
學
的
馥
気
を
感
Ｊ
ｐ
-
f
O

。
や
切
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

（
一
）
「
魏
晋
佛
敬
の
展
開
一
…
…
序
誕
と
も
云
ふ
べ
き
一
物
、
・
支
那
の

佛
教
受
容
の
猿
相
を
受
展
的
過
程
に
於
て
把
撮
さ
れ
て
ゐ
る
。
卯
も
、
後

漢
の
紳
仙
方
術
的
佛
散
が
、
魏
や
時
代
古
典
の
學
を
生
命
と
す
る
貴
族
此

會
に
受
容
さ
れ
て
、
道
家
的
佛
数
・
格
義
的

れ
が
や
が
て
漢
族
盤
道
安
に
よ
っ
て
、
佛
散

　

す
べ
き
で
あ
る
と
云
ふ
本
然
の
立
場
へ
の
自
発
良
夜
ど
な
Ｉ
り
て
来
た
こ
と

　

を
、
西
方
か
ら
の
伯
教
諸
思
想
の
傅
入
と
睨
み
あ
は
せ
つ
ゝ
明
快
な
論
理

　

を
以
て
澄
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
北
魏
國
家
の
先
腹
た
る
五
胡
の
諸
閥
に
於
け

　
　

”

　

－

　
　
　
　

ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

´

、
る
問
題
が
、
充
分
諭
じ
ら
れ
で
ゐ
な
い
憾
み
は
あ
る
が
、
佛
教
の
展
開
を
。

　

支
那
思
想
・
支
暴
祀
會
の
潮
亀
に
合
し
て
把
蝉
せ
ん
と
す
名
筆
者
の
意
圖
。

　

は
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
ｂ
（
二
）
「
北
魏
建
國
時
代
の
佛
教
政
策
と
河
北
の

　

佛
数
」
…
…
ｆ
」
れ
よ
り
本
論
に
は
入
る
と
云
ふ
べ
く
、
文
中
、
’
胡
族
周
家
。

　
　
　
　
　
　
　
　

｀
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　

た
る
北
魏
が
北
支
那
に
勢
力
を
伸
張
し
行
く
線
に
指
う
て
、
同
ａ
内
の
佛

　
　
　
　
　

メ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
！
ダ

　

』
喝

　
　
　

―
ｊ
－
－

　
　
　
　
　

Ｓ

　

″
が
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